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池
田
遙
邨
の
山
頭
火

　
晩
年
近
い
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）、
池
田
遙よ
う

邨そ
ん

は
〈
嵯
峨
野
の
細
道
〉

と
題
し
た
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
京
都
府
が
、
在
京
の
日
本
画
家
・

洋
画
家
に
依
頼
し
て
、
京
都
の
風
景
や
風
俗
を
描
い
て
貰
っ
た
も
の
で
し
た
。
こ

れ
ら
約
百
点
を
『
京
の
四
季
』
展
と
し
て
市
内
に
展
示
し
た
後
、
各
地
に
巡
回
し

ま
し
た
。

　
多
く
の
画
家
は
、
依
頼
画
だ
か
ら
と
手
を
抜
く
こ
と
は
な
く
、
各
自
の
業
績
に

残
る
よ
う
な
傑
作
を
描
き
ま
し
た
。
池
田
遙
邨
も
そ
の
一
人
で
し
た
。
若
い
頃
か

ら
、
逍
し
ょ
う

遥よ
う

好
き
だ
っ
た
遙
邨
は
、
嵯
峨
、
嵐
山
、
洛
北
、
丹
波
丹
後
を
よ
く
歩

い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品
〈
嵯
峨
野
の
細
道
〉
も
、
洛
西
の
山
々
に
近
い
嵯

峨
野
に
あ

ま
た
在
る

細
道
の
一

つ
で
し
ょ

う
。
よ
く

知
ら
れ
た

大
河
内
山

荘
に
至
る

竹
藪
や
、

祗

王

寺

道
、
直
指

庵
道
を
想
起
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
縦
長
の
画
面
に
青
々
と
し
た
竹

藪
、
中
央
に
黄
土
の
落
葉
道
。
そ
し
て
藪
椿
が
咲
き
、
落
花
も
見
ら
れ
、
日
蔭
に

は
山
蕗
の
葉
、
柴
垣
、
そ
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
成
す
一
匹
の
狐
を
置
い
て
、
春
の

小
道
を
表
し
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
に
う
ね
る
道
に
、
あ
る
い
は
尾
形
光
琳
の
〈
紅

白
梅
図
屏
風
〉
の
世
界
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
嵯
峨
野
に
近
い
山
々
は
、
丹
波
高
原
の
南
端
、
意
外
に
深
い
の
で
す
。
狐
や
熊
、

鹿
、
日
本
猿
、
猪
、
狸
な
ど
が
棲
ん
で
い
ま
す
。
応
挙
以
来
の
京
都
日
本
画
に
し

ば
し
ば
登
場
す
る
動
物
ば
か
り
で
す
。
元
は
恐
ら
く
、
古
代
中
国
か
ら
渡
来
し
た

吉
祥
を
も
た
ら
す
動
物
が
起
源
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
か
ら
虎
や
獅
子
、
手
長
猿
や

羊
が
除
か
れ
、
身
近
の
小
動
物
が
残
っ
た
の
で
す
。
因
み
に
、
池
田
遙
邨
と
同
世

代
の
山
口
華
楊
は
、
晨し

ん

鳥
ち
ょ
う

社し
ゃ

を
創
設
し
た
西
村
五
雲
の
弟
子
で
す
が
、
五
雲
の

師
は
、
江
戸
中
期
以
降
隆
盛
を
誇
っ
た
岸
派
の
一
人
、
岸
竹
堂
で
し
た
。
で
す
か

ら
、
近
世
京
都
日
本
画
は
写
生
を
基
本
に
、
花
鳥
走
獣
（
動
物
）
を
描
く
画
派
と

言
っ
て
よ
い
の
で
す
。
少
し
回
り
道
を
し
ま
し
た
が
、
池
田
遙
邨
も
、
京
都
画
派

の
一
翼
を
担
っ
て
、
花
鳥
動
物
を
画
題
に
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
晩
年
に
は
、

小
動
物
を
写
生
す
る
こ
と
、
観
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
彼
等
に
一
種
の
霊
性
を

感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
霊
性
と
言
っ
て
も
、
け
っ
し
て
怖
い
妖

怪
に
転
じ
る
こ
と
な
く
、
昔
の
人
が
体
験
し
た
よ
う
に
、
寸ち

ょ
っ
と時
化
か
さ
れ
る
よ
う

な
感
覚
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
遙
邨
の
絵
に
、
小
動
物
や
烏
が
描
か
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
煙
の
よ
う
な
も
の
、
単
に
霊
の
存
在
を
暗
示
す
る
ば
か
り

の
も
の
も
描
か
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
観
る
人
に
は
、
そ
れ
が
神
秘
性
を
象
徴
す
る
よ
う
な
森し
ん

厳げ
ん

な
も
の
で
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は
な
く
、
む
し
ろ
、
よ
り
親
し
く
、
よ
り
微
笑
ま
し
い
も
の
に
映
る
の
で
す
。
し

ば
し
ば
批
評
に
「
剽
ひ
ょ
う

軽き
ん

」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
、
人
の

暮
ら
し
の
周
辺
を
う
ろ
う
ろ
す
る
剽
軽
な
小
動
物
な
の
で
す
。
考
え
よ
う
に
よ
っ

て
は
、
人
を
小
馬
鹿
に
し
た
よ
う
な
、
か
ら
か
う
よ
う
な
け
だ
も
の
達
で
す
が
、

遙
邨
が
描
く
と
、
か
ら
か
わ
れ
た
い
よ
う
な
け
だ
も
の
に
変
る
の
で
す
。
同
じ
眼

差
し
を
室
町
時
代
の
「
御お

伽と
ぎ

草ぞ
う

子し

」
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
池
田
遙
邨
は
岡
山
県
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
紡
績
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
の
父
に

伴
っ
て
、
大
阪
、
大
牟
田
、
再
び
大
阪
、
上
海
、
福
山
と
転
々
と
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
も
転
校
続
き
で
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
の
が
、
単
身
大
阪
に
出
て
、
松

原
三
五
郎
の
天
彩
画
塾
に
入
り
、
洋
画
の
勉
強
を
始
め
て
か
ら
で
し
た
。
転
勤
族

の
常
と
し
て
、
孤
独
で
あ
る
上
に
、
洋
画
を
習
っ
た
こ
と
で
、
個
性
を
尊
重
す
る

こ
と
、
自
由
に
思
考
す
る
こ
と
を
身
に
付
け
て
い
ま
し
た
。
日
本
画
に
転
向
し
、

竹
内
栖
鳳
の
竹
杖
会
に
入
塾
し
て
か
ら
も
西
洋
画
風
の
考
え
方
か
ら
離
れ
ら
れ

ず
、
師
の
忠
告
に
も
耳
を
貸
さ
ず
、
む
し
ろ
ム
ン
ク
や
ゴ
ヤ
の
世
界
に
近
づ
き
ま

し
た
。
よ
う
や
く
長
男
が
誕
生
し
た
こ
と
で
画
壇
に
復
帰
し
、
丁
度
下
鴨
に
居
を

定
め
た
頃
、
日
本
は
経
済
恐
慌
、
不
景
気
、
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
道
を
辿
り
始

め
て
い
ま
し
た
。
日
本
画
界
も
大
正
期
の
自
由
な
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
動
向
は
後
退

し
、
大
和
絵
の
端
正
な
表
現
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
遙
邨

の
作
風
は
〈
雪
の
大
阪
〉（
一
九
二
九
年
）、〈
雨
の
大
阪
〉（
一
九
三
五
年
）、〈
𠮷

野
拾
遺
〉（
一
九
四
三
年
）
な
ど
、格
調
高
く
、よ
そ
ゆ
き
な
表
現
が
目
立
ち
ま
す
。

趣
味
で
始
め
た
自
由
律
俳
句
（
定
型
の
五
・
七
・
五
を
採
ら
な
い
）
が
唯
一
の
息
抜

き
で
し
た
。

　
多
く
の
画
家
の
場
合
も
同
様
で
す
が
、
一
人
の
画
家
の
生
涯
の
業
績
を
見
て
行

き
ま
す
と
、
真
直
ぐ
な
道
を
直
進
す
る
画
家
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
革
新
の

意
気
が
あ
り
、
逡
し
ゅ
ん

巡
じ
ゅ
ん

が
あ
り
、
停
滞
が
あ
り
、
夭よ
う

折せ
つ

し
な
け
れ
ば
、
自
分
の
世

界
の
創
造
が
あ
り
、
洒し
ゃ

脱だ
つ

の
境
地
が
あ
り
ま
す
。
皆
が
皆
、
そ
の
道
を
辿
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
が
、
池
田
遙
邨
の
場
合
は
、
大
き
く
は
逸
脱
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
池
田
遙
邨
が
種
田
山さ
ん

頭と
う

火か

に
傾

倒
し
た
の
は
、
い
つ
頃
か
ら
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
一
九
六
八
年
の

塾
展
、「
青
塔
社
展
」
に
出
展
し

た
〈
野
〉
は
、
縞
馬
が
た
む
ろ
す

る
サ
バ
ン
ナ
の
片
偶
に
、
可
憐
な

小
さ
な
黄
花
が
咲
き
、
緑
の
野

が
広
々
と
し
た
作
品
で
す
が
、
そ

の
作
品
辺
り
か
ら
、
山
頭
火
へ
の

私し

淑
し
ゅ
く

が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
山
頭
火
の

托た
く

鉢は
つ

姿
が
現
れ
る
の
は
、
東
京
を

皮
切
り
に
、
京
都
、
大
阪
、
岡
山

の
高
島
屋
を
巡
る
個
展
の
出
品
作

〈
山
頭
火
が
行
く
〉（
一
九
八
四
年
）
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
毎
年
の
日
展
に

山
頭
火
の
句
を
題
材
と
す
る
作
品
を
出
品
す
る
の
に
加
え
、
一
九
八
八
年
に
は
、

高
島
屋
美
術
部
創
設
八
〇
年
記
念
「
放
浪
と
行
乞
の
旅
に
魅
せ
ら
れ
て—

池
田
遙

邨
展
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
展
覧
会
に
十
三
点
の
山
頭
火
シ
リ
ー
ズ
を
出
品
し
ま

し
た
。
す
で
に
九
十
歳
を
越
え
て
い
る
遙
邨
が
半
年
に
満
た
ぬ
間
に
、
こ
の
よ
う

な
シ
リ
ー
ズ
を
創
造
す
る
の
は
、
驚
異
的
な
こ
と
で
す
。
い
く
ら
描
き
た
い
も
の

が
次
々
と
醗
酵
し
て
、
胸
が
一
杯
に
な
っ
た
結
果
と
し
て
で
も
で
す
。
こ
の
個
展

の
作
品
は
「
山
頭
火
シ
リ
ー
ズ
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
も
う
画
面
に
は

旅
僧
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
池
田
遙
邨
は
一
九
八
八
年
八
月
、
体
調
を
崩
し
、
日
展
出
品
の
た
め
制
作
を
始

め
て
い
た
〈
家
を
持
た
な
い
秋
が
ふ
か
う
な
っ
た
　
山
頭
火
〉
の
制
作
を
中
止
し

ま
す
。
そ
の
ま
ま
入
院
。
九
月
二
十
九
日
、
逝
去
し
ま
し
た
。
享
年
九
十
二
歳
で

し
た
。〈
家
を
持
た
な
い
秋
が
ふ
か
う
な
っ
た
　
山
頭
火
〉が
絶
筆
と
な
り
ま
し
た
。

池田遙邨　「家を持たない秋がふかうなった　山頭火」
1988年　京都国立近代美術館蔵
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私
た
ち
が
暮
ら
す
上
京
区
に
は
「
国

宝
」
指
定
を
受
け
た
美
術
工
芸
品
や
建

造
物
が
十
三
件
あ
り
ま
す
。「
国
宝
」

と
は
、
我
が
国
の
「
文
化
財
保
護
法
」

に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た「
重
要
文
化
財
」

の
う
ち
、「
世
界
文
化
の
見
地
か
ら
価

値
の
高
い
も
の
で
、
た
ぐ
い
な
い
国
民

の
宝
」
で
あ
る
有
形
文
化
財
（
同
法
第

二
十
七
条
第
二
項
）
で
、
文
字
通
り
日

本
の
「
国
の
宝
」
で
す
。
そ
の
宝
が
上

京
区
に
数
多
く
あ
る
こ
と
は
、
先
人
か

ら
歴
史
を
継
承
す
る
大
切
さ
を
受
け
継

い
で
き
た
私
た
ち
の
大
き
な
誇
り
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
十
二
月
十
三
日
に
実
施
さ
れ
た

「
平
成
二
十
七
年
度　

第
十
二
回
京

※

都
・

観
光
文
化
検
定
試
験
」（
京
都
検
定
）

に
次
の
よ
う
な
出
題
が
あ
り
ま
し
た
。

月
記
五
十
八
巻
な
ど
員
数
が
多
い
も
の

も
、
点
数
で
は
な
く
「
一
件
」
と
し
て

数
え
ま
す
。
こ
の
う
ち
慈じ

恵え

大だ
い

師し

自じ

筆ひ
つ

遺ゆ
い

告ご
う

は
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託
、
東

寺
百
合
文
書
は
一
九
六
七
年
に
京
都
府

が
文
化
財
保
護
の
目
的
で
買
い
上
げ
、

京
都
府
総
合
資
料
館
が
保
存
、
公
開
し

　
「
上
京—

史
蹟
と
文
化
」
の
読
者
の

方
な
ら
も
ち
ろ
ん
お
分
か

り
で
し
ょ
う
が
、
答
は
三

級
（
34
）
は
（
エ
）
冷
泉

家
、二
級
（
21
）
が
（
ウ
）

大
報
恩
寺
、（
41
）
が
（
エ
）

廬
山
寺
で
す
ね
。

　

で
は
問
題

　

冷
泉
家
、大
報
恩
寺
、

廬
山
寺
に
共
通
す
る
も

の
は
何
か
。

　

そ
う
、
答
は
「
国
宝
」

で
す
。

　

次
頁
の
『
上
京
区
の

国
宝
一
覧
』
に
十
三
件

と
あ
り
ま
す
が
、
十
三

と
い
う
数
字
は
指
定
件

数
で
、
東
寺
百ひ
ゃ
く

合ご
う

文も
ん

書じ
ょ

二
万
四
千
六
十
七
通
や
明

◎
三
級

　
（
34
）
今
日
ま
で
八
〇
〇
余
年
の
歴
史
を

も
ち
、
貴
重
な
公
家
文
化
を
伝
え
る
時
雨

亭
文
庫
で
有
名
な「
和
歌
の
家
」は
ど
れ
か
。

　
（
ア
）
二
条
家　
（
イ
）
近
衛
家　
（
ウ
）

京
極
家　
（
エ
）
冷
泉
家

◎
二
級

　
（
21
）
京
都
市
街
地
で
は
現
存
最
古

の
木
造
建
築
で
あ
る
本
堂
（
国
宝
）
が

あ
る
寺
院
は
ど
こ
か
。

　
（
ア
）引
接
寺　
（
イ
）石
像
寺　
（
ウ
）

大
報
恩
寺　
（
エ
）
本
法
寺

　
（
41
）
二
月
三
日
に
行
わ
れ
る
「
鬼

法
楽
」
は
、
開
祖
の
良
源
が
修
行
中
、

邪
魔
に
入
っ
た
鬼
を
退
散
さ
せ
た
故
事

に
由
来
す
る
。
こ
の
寺
院
は
ど
こ
か
。

　
（
ア
）壬
生
寺　
（
イ
）誓
願
寺　
（
ウ
）

大
報
恩
寺　
（
エ
）
廬
山
寺

第
十
二
回
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験
よ
り
抜
粋

※ 「京都・観光文化検定試験」・「京都検定」は京都商工会議所の登録商標です。

（平成28年 1月1日現在）
（重要文化財には国宝数を含む）

・

絵画 44 159 483 2,002
彫刻 38 130 416 2,692
工芸品 15 252 183 2,447
書跡・典籍 54 224 456 1,903
古文書 27 60 280 759
考古資料 3 46 27 618
歴史資料 ― 3 21 191
計 181 874 1,866 10,612
件数 50 222 294 2,437
棟数 62 272 630 4,732

─ 5 ─ ─ 4 ─



て
お
り
、
昨
年
十
月
に
は
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
記
憶
遺

産
登
録
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

国
宝
の
指
定
対
象
に
な
る
の
は
、
建

造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
・

典
籍
、
古
文
書
、
考
古
資
料
、
歴
史
資

料
で
、 

建
造
物
以

外
の
も
の
を
総
称

し
て
「
美
術
工
芸

品
」
と
呼
び
、
古

墳
、
貝
塚
、
住
居

跡
な
ど
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。
四
ペ
ー

ジ
の
表
の
よ
う

に
、
国
宝
は
全

国
で
一
〇
九
六

件
、
京
都
府
全

域
で
二
三
一
件
、

重
要
文
化
財
は

一
三
〇
四
九
件

（
国
宝
を
含
む
）、

京
都
府
全
域
で

二
一
六
〇
件（
同
）

を
数
え
、
国
宝
は
東
京
都
に
続
い
て
二

位
で
全
国
の
二
一
・
〇
㌫
、
重
要
文
化

財
も
同
様
に
東
京
都
に
続
い
て
二
位
で

全
国
の
一
六
・
五
㌫
を
占
め
ま
す
。「
京

都
を
抜
き
に
し
て
国
宝
は
語
れ
な
い
」

こ
と
は
明
白
で
す
。

　

近
畿
六
府
県
合
わ
せ
た
国
宝
は

六
〇
一
件
で
全
国
の
五
四
・
八
㌫
、
重

要
文
化
財
は
五
八
二
五
件
で
全
国
の

四
四
・
六
㌫
と
な
り
ま
す
。

　

単
に
数
字
だ
け
を
見
れ
ば
、
国
宝

二
七
六
件
、
重
要
文
化
財
二
七
五
七
件

を
持
つ
東
京
都
が
全
国
一
位
で
す
が
、

こ
れ
は
一
般
の
目
に
触
れ
や
す
い
建
造

物
、
絵
画
、
彫
刻
（
多
く
は
仏
像
）
が

多
い
京
都
府
や
奈
良
県
と
は
異
な
り
、

 （注）1〜12は国宝指定順。13東寺百合文書は所有者である京都府（京都府庁）が上京区内にあるため、件数に加えている。

（平成28年 1 月 1 日現在）

１　無学祖元墨蹟（与長楽寺一翁偈語 弘安二年十一月一日）　４幅　相国寺

２　大報恩寺本堂（千本釈迦堂）　１棟　大報恩寺

３　玳玻天目茶碗　１口　相国寺

４　紙本著色北野天神縁起　８巻（附：紙本墨画同縁起下絵１巻、梅樹蒔絵箱１合）

　　北野天満宮

５　北野天満宮　本殿、石の間、拝殿及び楽の間　１棟　北野天満宮

６　慈恵大師自筆遺告（天禄三年五月）　１巻　廬山寺

７　古来風躰抄〈上下（初撰本）／自筆本〉　２帖　公益財団法人冷泉家時雨亭

　　文庫

８　古今和歌集（藤原定家筆）　１帖（附：後土御門天皇宸翰消息・後柏原天皇

　　宸翰詠草・後奈良天皇宸翰消息１巻）　公益財団法人冷泉家時雨亭文庫

９　後撰和歌集（藤原定家筆）１帖　公益財団法人冷泉家時雨亭文庫

10　明月記（自筆本）　58巻１幅（附：補写本１巻、旧表紙（10枚）

　　１巻）　公益財団法人冷泉家時雨亭文庫

11　拾遺愚草〈上中下／自筆本〉　３帖（附：草稿断簡１幅）　公益財団法人冷

　　泉家時雨亭文庫

12　絹本著色阿弥陀三尊像（普悦筆）　３幅　清浄華院

13　東寺百合文書（二万四千六十七通）3863巻、1172冊、６帖、67幅、13695通

　　京都府

①重要文化財数には国宝数を含む。

②美術工芸品の県別の件数は，平成27年 9 月現在で文化庁が把握している件数を基準

　としている。

国宝 ･重要文化財の主な都道府県別指定件数
（平成28年１月１日現在）

 １ 東　京 274 2 276 2,678 79 2,757
 ２ 京　都 181 50 231 1,866 294 2,160
 ３ 奈　良 135 64 199 1,057 263 1,320
 ４ 大　阪 55 5 60 574 99 673
 ５ 滋　賀 33 22 55 634 184 818
 ６ 和歌山 29 7 36 308 80 388
 ７ 兵　庫 9 11 20 358 108 466
 ８ 広　島 12 7 19 147 62 209
 ９ 神奈川 17 1 18 292 54 346
 10 栃　木 10 7 17 123 33 156

計建造物美術
工芸品 計建造物美術

工芸品

国　宝 重要文化財
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東
京
都
の
博
物
館
、
美
術
館
、
大
学
、

研
究
施
設
等
が
持
つ
書
跡
・
典
籍
、
古

文
書
、
考
古
資
料
な
ど
の
件
数
が
圧
倒

的
に
多
い
か
ら
で
、
中
で
も
東
京
国
立

博
物
館
は
わ
が
国
最
多
の
八
十
七
件
も

の
国
宝
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。 

　

上
京
区
の
国
宝
十
三
件
は
、
全
国
ベ

ス
ト
一
〇
に
迫
る
数
で
す
。
ま
た
、
上

京
区
の
重
要
文
化
財
は
二
四
五
件
（
平

成
二
十
六
年
現
在
）
で
、
藤
原
俊
成
・

定
家
に
始
ま
る
さ
ま
ざ
ま
な
歌
集
を
守

る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、
長
谷
川
等
伯

筆
の
六
曲
屏
風
「
紙し

本ほ
ん

墨ぼ
く

画が

猿え
ん

猴こ
う

竹ち
く

林り
ん

図ず

」
な
ど
多
く
の
書
画
・
墨
蹟
を
持
つ

相
国
寺
・
承
天
閣
美
術
館
、
同
じ
く
等

伯
筆
の
高
僧
肖
像
画
が
伝
わ
る
本
法

寺
、
あ
る
い
は
郵
便
切
手
に
も
な
っ
た

与
謝
蕪
村
筆
の
「
紙
本
墨
画
淡
彩
鳶と
び

鴉が
ら
す

図ず

」
で
知
ら
れ
る
北
村
美
術
館
な
ど
、

数
多
く
の
文
化
財
を
所
有
し
て
い
る
施

設
が
多
く
、
こ
ち
ら
も
全
国
ベ
ス
ト

一
〇
に
入
る
数
を
誇
り
ま
す
。

　

美
術
工
芸
品
だ
け
で
は
な
く
建
造
物

で
も
、
引い
ん

接じ
ょ
う

寺じ

（
千
本
閻
魔
堂
）
塔

婆
、
表
千
家
祖
堂
、
裏
千
家
住
宅
、
旧

京
都
中
央
電
話
局
西
陣
分
局
舎
、
京

都
府
庁
旧
本
館
、
相
国
寺
本
堂
（
法

堂
、
附
玄
関
廊
）、
同
志
社
（
旧
英
学

校
、
神
学
校
及
び
波
理
須
理
科
学
校
）、

宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

（
鶴
の
塔
、
北
村
美
術
館
）、

報
土
寺
（
本
堂
、
表
門
）、
冷
泉
家
住

宅
、
北
野
天
満
宮
（
中
門
、
廻
廊 

二

棟
、
後
門
、
透
塀 

二
棟
、
東
門
）
な
ど
、

中
世
か
ら
明
治
期
ま
で
を
代
表
す
る
著

名
な
建
造
物
ば
か
り
で
、
今
後
の
国

宝
指
定
も
期
待
さ
れ
そ
う
で
す
。 

　

こ
れ
ら
の
美
術
工
芸
品
や
建
造

物
は
人
口
八
万
三
千
人
、
面
積
七
・

一
一
平
方
㌔
の
小
さ
な
区
内
に
点
在

し
て
、
街
中
を
歩
け
ば
す
ぐ
に
訪
れ

る
こ
と
が
出
来
る
の
も
上
京
区
の
特

徴
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
て
上
京
区
の
文
化
財
を
見
て

来
る
と
、
京
都
御
所
紫し

宸し
ん

殿で
ん

や
清
涼
殿

な
ど
の
建
造
物
、
数
多
く
の
殿
舎
を
飾

る
障
壁
画
な
ど
の
ど
れ
一
つ
と
し
て
国

宝
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
実
は
宮

内
庁
（
書
陵
部
、
三
の
丸
尚
蔵
館
、
京

都
事
務
所
、
正
倉
院
事
務
所
）
が
管
理

す
る
文
化
財
お
よ
び
御ぎ
ょ

物ぶ
つ

、
皇
室
の
私

有
品
）
は
、
現
行
の
文
化
財
保
護
法
に

明
文
規
定
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
か
ら
の

慣
例
で
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
、
史
跡
、

特
別
史
跡
等
の
指
定
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
こ
の
た
め
正
倉
院
宝
物

も
、
桂
離
宮
、
修
学
院
離
宮
な
ど
も
国

宝
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
建
物
は

例
外
で
、「
古
都
奈
良
の
文
化
財
」
の

世
界
遺
産
登
録
を
期
に
一
九
九
七
年
に

正
倉
院
正
倉
一
棟
が
国
宝
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
登
録
の
前
提
条
件
と

し
て
、
登
録
物
件
が
所
在
国
の
法
律
に

よ
り
文
化
財
と
し
て
保
護
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
た
め
の
例
外
的

措
置
だ
っ
た
の
で
す
。

文通週間の図案に取り上げられた
｢鳶鴉図｣ （1976年、100円） 
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相

　国

　寺

○
無む

学が
く

祖そ

元げ
ん

墨ぼ
く

蹟せ
き

　（
与ち
ょ
う
ら
く
じ
い
ち
お
う
に
あ
た
う
る
げ
ご

長
楽
寺
一
翁
偈
語
）

　
宋
か
ら
渡
来
し
た
禅
僧
の
筆
跡

　

禅
宗
の
高
僧
に
よ
っ
て
書
き
残
さ
れ

た
書
を
「
墨
蹟
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
れ

ら
は
自
ら
の
修
行
に
よ
っ
て
得
た
文
言

が
独
自
の
筆
法
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
お

り
、
そ
の
弟
子
た
ち
が
祖
師
の
書
と
し

て
大
切
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
近
世
に

な
る
と
茶
の
湯
の
掛
物
と
し
て
珍
重
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
墨
蹟
は
宋
か
ら
来
朝
し
た
高
僧

の
無
学
祖
元
（
一
二
二
六
―
八
六
）
が

弘
安
二
年
（
一
二
八
〇
）
五
十
四
歳
の

時
に
七
十
歳
の
下
野
国
長
楽
寺
の
一い
ち

翁お
う

院い
ん

豪ご
う

の
求
め
に
応
じ
て
書
き
与
え
た
偈

語
で
す
。
そ
れ
は
老
齢
を
か
え
り
み
ず

垂
示
を
請
う
た
院
豪
に
、
そ
の
修
学
弁

道
を
励
ま
し
た
も
の
で
す
。
縦
三
六
・

四
セ
ン
チ
の
紙
に
五
字
詰
で
書
か
れ
、

現
在
は
四
幅
に
分
割
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
元
は
三
・
六
メ
ー
ト
ル
程
の
巻
子

本
で
し
た
。
堂
々
た
る
宋
代
の
書
風
を

伝
え
、
祖
元
の
筆
跡
の
中
で
も
出
色
の

作
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

無
学
祖
元
は
宋
の
明
州
慶
元
府
の
人

で
、
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ば
ん

（
仏
鑑
禅
師
）
の
門
下

生
で
、
弘
安
二
年
に
北
条
時
宗
の
招
き

で
来
朝
し
、
鎌
倉
の
建
長
寺
に
住
し
、

円
覚
寺
の
開
山
と
な
り
ま
し
た
。

○
玳た
い

玻ひ

天て
ん

目も
く

茶ち
ゃ

碗わ
ん

　
南
宋
渡
来
の
名
碗

　

中
国
の
南
宋
で
焼
か
れ
た
茶
碗
は
鎌

倉
時
代
以
後
、
大
量
に
日
本
へ
も
た
ら

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
曜よ
う

変へ
ん

、
油ゆ

滴て
き

な
ど

釉ゆ
う

薬や
く

の
突
然
変
異
に
よ
る
偶
然
性
を
賞

で
た
日
本
人
の
好
み
に
よ
っ
て
茶
の
湯

と
結
び
つ
き
、
数
多
く
の
名
碗
が
生
み

出
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
一
つ
が
玳
玻
で
、

南
宋
の
江
西
省
吉
安
県
永
和
鎮
の
吉き
っ

州し
ゅ
う

窯
で
焼
か
れ
た
天
目
茶
碗
で
す
。
天
目

茶
碗
は
擂す
り

鉢ば
ち

形
の
抹
茶
用
の
茶
碗
で
、

そ
の
呼
称
は
天
目
山
へ
留
学
し
た
日
本

の
学
僧
が
持
ち
帰
っ
た
こ
と
か
ら
、
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
内
面
に
玳た
い

琩ま
い

に
似
た

斑ま
だ
ら

文
様
が
現
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名

が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
玳
琩
は
ウ
ミ
ガ

メ
科
の
亀
で
背
甲
は
暗
褐
色
の
雲
形
に

な
る
と
こ
ろ
か
ら
工
芸
材
料
と
し
て
重

用
さ
れ
た
の
で
す
。

　

口
径
一
一
・
九
セ
ン
チ
、
高
さ
五
・

七
セ
ン
チ
、
素
地
は
淡
い
卵ら
ん

殻か
く

色
の
硬

い
半
磁
質
で
、
内
外
面
に
黒
飴
色
の
天

目
釉
が
か
け
ら
れ
、
そ
の
上
に
失
透
性

の
藁わ
ら

灰ば
い

釉
を
か
け
て
文
様
を
あ
ら
わ
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
茶
碗
は
茶
人
大
名
と
し
て
知
ら

れ
た
松
江
藩
主
の
松
平
不ふ

昧ま
い

公
（
一
七

五
一
―
一
八
一
八
）
が
所
持
し
、
そ
の

後
は
大
阪
の
萬
野
美
術
館
を
経
て
同
館

の
解
散
後
、
縁
あ
っ
て
相
国
寺
の
所
蔵

と
な
り
、
境
内
の
承
天
閣
美
術
館
で
収

蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

無学祖元墨蹟

玳玻天目茶碗
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大

　報

　恩

　寺

○
本
堂
（
千
本
釈
迦
堂
）

　
創
建
以
来
の
和
様
仏
堂

　
「
千
本
釈
迦
堂
」
の
名
で
知
ら
れ
る

大
報
恩
寺
は
義ぎ

空く
う

に
よ
っ
て
承
久
三
年

（
一
二
二
一
）
に
開
創
さ
れ
ま
し
た
。

義
空
の
母
が
薬
師
如
来
に
祈
っ
た
と
こ

ろ
日
輪
を
呑
む
夢
を
見
た
こ
と
で
懐
妊

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
義
空
は

鎌
倉
で
修
業
し
た
あ
と
比
叡
山
で
澄ち
ょ
う

憲け
ん

に
師
事
し
て
天
台
密
教
を
会
得
し
た
僧

で
す
。
猫
間
中
納
言
光
隆
の
従
者
岸き
し

高た
か

が
自
宅
を
義
空
に
寄
進
し
た
と
こ
ろ
か

ら
仮
堂
に
釈
迦
如
来
像
と
十
六
弟
子
像

を
安
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
仏
像
は

現
存
し
、
十
六
弟
子
立
像
に
は
快
慶
の

銘
が
あ
り
、
像
内
納
入
経
か
ら
承
久
二

年
（
一
二
二
〇
）
の
製
作
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
境
内
の
霊
宝
殿
に
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
堂
は
鎌
倉
時
代
に
創
建
さ
れ
て
以

来
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
火
災
に
遭
っ

た
こ
と
が
な
く
、
洛
中
に
あ
る
最
古
の

木
造
建
造
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
街

地
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
、
度
重
な
る
大

火
か
ら
免
れ
た
の
は
西
陣
の
町
衆
が

守
っ
て
き
た
か
ら
な
の
で
す
。
か
つ
て

は
背
後
ま
で
民
家
が
接

し
て
い
ま
し
た
が
、
国

の
事
業
と
し
て
火ひ

除よ
け

地ち

を
設
け
、
解
体
修
理
に

よ
っ
て
瓦
葺
を
檜
皮
葺

に
戻
し
、
度
々
の
修
理

で
原
形
を
と
ど
め
な
く

な
っ
て
い
た
建
築
構
造

も
創
建
当
時
に
復
元
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
棟

木
に
安
貞
元
年
（
一
二

二
七
）
の
墨
書
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

寺
の
創
建
時
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

　

堂
は
桁け
た

行ゆ
き

五
間
、
梁は
り

間ま

六
間
、
一
重
の
入い
り

母も

屋や

造づ
く
り

で
、
組
物
が
出で

組ぐ
み

と
な
っ
て
い
て
鎌
倉
時

代
の
典
型
的
な
純
和
様
建
築
で
す
。
堂

内
の
春か
す

日が

厨ず

子し

も
創
建
当
時
の
も
の

で
、
中
に
は
行ぎ
ょ
う

快か
い

作
の
木
造
釈
迦
如
来

坐
像
（
重
要
文
化
財
）
を
安
置
し
て
い

ま
す
。

大報恩寺　本堂 　写真　水野克比古
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北
野
天
満
宮

○
本
殿
・
石
の
間
・
拝
殿
及
び
楽
の
間

　

権
現
造
社
殿
の
原
型

　

天
神
さ
ん
と
い
え
ば
、
い
わ
ず
と
も

知
れ
た
上
京
を
代
表
す
る
神
社
で
あ
る

北
野
天
満
宮
で
す
。祭
神
は
菅
原
道
真
。

平
安
時
代
の
政
治
家
で
あ
り
、
当
時
の

文
化
人
と
い
う
べ
き
人
物
で
す
。
あ
ま

り
に
も
才
人
で
あ
り
、
右
大
臣
に
ま
で

昇
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
敵
の
藤
原
時
平

に
疎
ま
れ
て
太だ
ざ

宰い
の

権ご
ん
の

帥そ
ち

に
左
遷
さ
れ
ま

す
。
没
後
そ
の
霊
が
怨
霊
と
な
っ
て
都

の
公
卿
達
を
悩
ま
せ
、
北
西
の
京
外
に

祀
ら
れ
て
い
た
火
雷
神
が
結
び
つ
い
て

天
神
信
仰
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
北
野
の
地
に
祠
が
設

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、天
徳
三
年（
九

五
九
）
に
な
っ
て
右
大
臣
藤
原
師も
ろ

輔す
け

が

社
殿
を
造
営
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
神
社

と
し
て
の
体
裁
が
整
い
、
次
第
に
御
霊

信
仰
か
ら
氏
神
信
仰
や
学
問
の
神
と
し

て
崇
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
数
回
の
火
災
や
改
築
を
経
て

現
在
の
社
殿
は
、
慶
長
十
二
年
（
一
六

〇
七
）
に
豊
臣
秀
頼
が
造
営
し
た
と
伝 

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
配
置
は
入
母

屋
造
、
桁
行
五
間
、
梁
間
四
間
の
本
殿

の
前
に
、
桁
行
七
間
、
梁
間
三
間
の
拝

殿
を
構
え
、
そ
の
間
を
床
の
低
い
石
の

間
で
連
結
し
、
脇

殿
や
楽
の
間
を

組
み
合
わ
せ
て

八や
つ
む
ね
づ
く
り

棟
造
と
い
う
複

雑
な
構
成
の
社
殿

と
な
っ
て
い
ま

す
。
檜ひ
わ
だ
ぶ
き

皮
葺
の
入い
り

母も

屋や

に
千ち

鳥ど
り

破は

風ふ

や
軒の
き

唐か
ら

破は

風ふ

を
配

し
、
後
の
権ご
ん

現げ
ん

造づ
く
り

の
祖
型
と
す
る
近

世
初
期
神
社
建
築

の
代
表
的
な
も
の

と
さ
れ
て
い
ま

す
。
周
囲
に
は
廻

廊
が
巡
ら
さ
れ
、

多
く
の
門
や
摂
末

社
が
社
殿
群
を
つ

く
り
上
げ
て
い
ま

す
。

　写真　水野克比古北野天満宮　社殿
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○
北
野
天
神
縁
起

　

菅
原
道
真
を
め
ぐ
る
絵
巻

　

平
安
時
代
に
描
か
れ
は
じ
め
た
絵
巻

物
は
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
日
本
独
自
の

展
開
を
見
せ
、
物
語
だ
け
で
は
な
く
社

寺
の
縁
起
や
特
定
の
人
物
の
一
代
記
を

題
材
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

縁
起
の
代
表
が
『
北
野
天
神
縁
起
』
で

あ
り
、
根こ
ん

本ぽ
ん

縁え
ん

起ぎ

や
承じ
ょ
う

久き
ゅ
う

本ぼ
ん

と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

北
野
天
満
宮
に
伝
来
し
て

い
る
こ
の
絵
巻
は
、縦
五
一
・

五
セ
ン
チ
と
い
う
幅
広
の
画

面
で
あ
り
、
用
紙
を
縦
に
継

い
だ
も
の
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
岩
絵
具
の
華
麗
な
彩
色
に

よ
っ
て
写
実
的
な
溌
剌
と
し

た
画
面
を
つ
く
り
だ
し
て
い

ま
す
。
全
九
巻
を
つ
な
ぐ
と

八
〇
〜
九
〇
メ
ー
ト
ル
に
も

な
り
、
そ
の
内
容
は
菅
原
道

真
の
一
代
記
だ
け
で
な
く
、

没
後
の
有
様
や
因
果
の
道
理

を
示
そ
う
と
し
た
日
蔵
六ろ
く

道ど
う

廻め
ぐ

り
ま
で
を
詞こ
と
ば
が
き書
と
絵
で
説

い
て
お
り
、
後
世
数
多
く
作
ら
れ
た
天

神
縁
起
の
根
本
縁
起
と
い
わ
れ
る
由
縁

で
す
。

　

承
久
本
と
い
わ
れ
る
根
拠
に
な
る

「
承
久
元
年
今
に
至
る
ま
で
」
の
詞
書

か
ら
承
久
元
年（
一
二
一
九
）頃
に
編
ま

れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
存
最

古
の
天
神
縁
起
の
作
品
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
数
あ
る
国
宝
の
絵
巻
の
中
で
も

異
色
の
優
作
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

廬

　山

　寺

○
慈じ

恵え

大だ
い

師し

自じ

筆ひ
つ

遺ゆ
い

告ご
う

　
天
台
高
僧
の
自
筆
遺
言

　

廬
山
寺
は
節
分
の
鬼
の
法
楽
で
有
名

で
す
が
、
天
台
宗
の
一
派
、
天
台
圓
淨

宗
の
本
山
と
し
て
現
在
は
京
都
の
東
側

に
境
内
を
構
え
て
い
ま
す
。
良り
ょ
う

源げ
ん

が
天

慶
元
年
（
九
三
八
）
に
北
山
に
開
い
た

寺
が
始
ま
り
で
、
天
正
年
間
（
一
五
七

三—

一
五
九
三
）
に
豊
臣
秀
吉
の
市
街

地
改
造
に
よ
り
現
在
地
に
移
り
ま
し
た
。

　

良
源
は
大
師
号
を
慈
恵
大
師
と
い

い
、
ま
た
元が
ん

三ざ
ん

大
師
と
も
称
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
遺
告
は
病
床
に
あ
っ
た
良
源

が
高
弟
の
尋
禅
に
対
し
て
残
し
た
遺
言

状
で
す
。「
天
禄
三
年
五
月
三
日
初
記

没
後
事
」
で
始
ま
る
十
九
枚
も
の
料
紙

に
自
筆
で
認し
た
た

め
る
の
に
十
四
日
を
費
や

し
、
そ
の
上
に
加
筆
訂
正
さ
れ
、
行
間

に
余
白
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
草
稿
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
延
暦
寺
の
三
塔
（
東

塔
、
西
塔
、
横よ

川か
わ

）
の
多
く
の
堂
舎
や

諸
国
に
散
在
す
る
荘
園
、
さ
ら
に
は
秘

法
と
さ
れ
る
顕
密
の
法
文
や
道
具
な
ど

の
譲
与
を
指
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
自

ら
の
没
後
の
葬
送
、
墳
墓
、
追
福
に
至

る
ま
で
具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
良
源
は
そ
の
後
十
三
年
も
生
き

長
ら
え
、
永
観
三
年
（
九
八
五
）
に
没

し
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
正
月
三
日
か

ら
元
三
大
師
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

北野天神縁起　巻四　恩賜の御衣

慈恵大師自筆遺告
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ほ
か
に
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）
に
書

か
れ
た
慈
恵
大
師
廿
六
箇
条
制
式
を
は

じ
め
、
仏
画
、
仏
像
、
文
書
な
ど
が
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

　

冷れ
い

泉ぜ
い

家
は
藤
原
氏
の
本
流
で
あ
る
北

家
の
御み

子こ

左ひ
だ
り

流
で
、
藤
原
為た
め

家い
え

と
阿あ

仏ぶ
つ

尼に

の
子
為た
め

相す
け

に
始
ま
り
、
祖
父
の
定
家

の
旧
居
が
冷
泉
小
路
（
今
の
夷
川
通
）

に
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
家
の
名
と
し
ま

し
た
。
為
相
は
父
よ
り
家
相
伝
の
文も
ん

書じ
ょ

・
記
録
・
和
歌
文
書
を
受
け
継
ぎ
、

子
孫
は
歌
道
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。

　

今
出
川
通
烏
丸
東
入
の
冷
泉
家
住
宅

は
、
天
明
の
大
火
後
の
寛
政
二
年
（
一

七
九
〇
）
に
建
て
ら
れ
、
公
家
屋
敷
の

原
型
を
伝
え
る
唯
一
の
建
物
と
し
て
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
御お

文ぶ
ん

庫こ

と
い
う
土
蔵
が
あ
り
、

二
万
点
に
及
ぶ
典
籍
や
古
文
書
が
収
蔵

さ
れ
、
国
宝
五
件
、
重
要
文
化
財
四
十

八
件
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
古こ

来ら
い

風ふ
う

躰て
い

抄し
ょ
う

　
俊
成
自
筆
の
歌
論
書

　

藤
原
俊と
し

成な
り（
一
一
一
四—

一
二
〇
四
）

は
定
家
の
父
で
あ
り
、
平
安
時
代
末
期

の
歌
人
と
し
て
幽
玄
を
説
い
て
当
時
の

歌
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

勅
撰
集
で
あ
る
『
千せ
ん

載ざ
い

集し
ゅ
う

』
の
撰
者
と

し
て
知
ら
れ
、
家
集
『
長ち
ょ
う

秋し
ゅ
う

詠え
い

藻そ
う

』
を

残
し
て
お
り
、
百
人
一
首
に
も
、
皇
太

后
宮
大
夫
俊
成
と
し
て
「
世
の
中
よ
道

こ
そ
な
け
れ
思
い
入
る
山
の
奥
に
も
鹿

ぞ
鳴
く
な
る
」
と
い
う
青
年
期
の
歌
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

俊
成
の
著
し
た
歌
学
書
が
『
古
来
風

躰
抄
』
で
、
上
帖
に
『
万
葉
集
』、
下

帖
に
『
古
今
集
』
か
ら
『
千
載
集
』
に

至
る
和
歌
を
抜
き
出
し
、
歌
風

の
歴
史
的
変
遷
を
論
じ
て
い
ま

す
。
書
か
れ
た
の
は
建
久
八
年

（
一
一
九
七
）
八
十
四
歳
の
時

で
す
が
、
枯
枝
を
折
っ
た
よ
う

な
独
特
の
筆
法
が
明
ら
か
で
、

そ
の
特
徴
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て

い
ま
す
。

　

表
紙
は
白
茶
地
唐
草
文
様
の

唐
紙
を
、
本
文
に
は
一
部
に
雲

母
を
散
ら
し
た
高
雅
な
料
紙
を

用
い
、
執
筆
当
時
の
ま
ま
の
姿

を
伝
え
て
い
ま
す
。
著
者
自
筆

本
の
著
書
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど

古
い
も
の
は
世
界
的
に
も
稀
有

な
典
籍
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

古来風躰抄
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○
古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う

　

定
家
筆
の
勅
撰
和
歌
集

　

古
今
和
歌
集
は
平
安
時
代
を
代

表
す
る
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
で

す
。
こ
れ
は
延
喜
五
年（
九
〇
五
）

に
醍
醐
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
当
時

の
代
表
的
な
宮
廷
歌
人
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
、
二
十
巻
千
百
首
に
及

ぶ
古
今
の
和
歌
が
集
大
成
さ
れ
ま

し
た
。
王
朝
風
の
雅
や
か
な
歌
集

が
後
世
ま
で
和
歌
の
手
本
と
し
て

重
要
視
さ
れ
た
の
で
す
。

　

冷
泉
家
に
伝
え
ら
れ
た
こ
の
本

は
藤
原
定
家
が
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）

に
書
写
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
嘉
禄
二
年

本
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
家
は
あ
ら

ゆ
る
歌
集
の
中
で
も
『
古
今
和
歌
集
』

を
第
一
と
重
ん
じ
、
生
涯
に
十
数
回
も

書
写
し
な
が
ら
本
文
の
校
訂
や
研
究
に

努
力
し
ま
し
た
。
し
か
し
定
家
筆
本
が

現
存
す
る
の
は
伊
達
家
旧
蔵
無
年
号
本

と
嘉
禄
二
年
本
だ
け
で
す
。
五
十
四
歳

の
時
の
筆
跡
は
後
に
定
家
様
と
呼
ば
れ

る
特
徴
あ
る
手
跡
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

　

そ
の
定
家
筆
の
奥
書
の
あ
と
に
、
当

時
三
歳
の
為
相
に
譲
る
と
い
う
文

永
二
年
（
一
二
六
五
）
の
為
家
の

識
語
が
あ
り
、
代
々
門
外
不
出
の

秘
本
と
し
て
守
り
継
が
れ
て
き
た

由
来
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
後ご

撰せ
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う

　

定
家
書
写
に
な
る
完
本

　

第
二
番
目
の
勅
撰
集
と
し
て
村

上
天
皇
の
勅
に
よ
り
、
天
暦
五
年

（
九
五
一
）
に
源
み
な
も
と
の

順
し
た
ご
う

ら
に
よ
っ

て
撰
集
さ
れ
た
歌
集
で
、二
十
巻
、

千
四
百
数
十
首
か
ら
な
り
ま
す
。

　

定
家
は
『
後
撰
和
歌
集
』
を
十
回
近

く
も
書
写
し
て
い
ま
す
が
、
完
本
と
し

て
現
存
す
る
の
は
こ
の
一
冊
だ
け
で

す
。
奥
書
に
は
天
福
二
年（
一
二
三
四
）

三
月
二
日
に
書
写
を
終
え
た
と
あ
り
、

そ
こ
に
あ
る
「
明
静
」
は
前
年
に
出
家

し
た
定
家
の
法
名
で
す
。

　

奥
書
の
後
に
あ
る
為
家
の
識
語
に
は

子
の
為
相
に
譲
る
と
あ
り
、『
古
今
和

歌
集
』
と
と
も
に
為
相
が
相
続
し
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

古今和歌集

後撰和歌集
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○
拾し
ゅ
う

遺い

愚ぐ

草そ
う

　
定
家
自
筆
の
家
集

　
「
拾
遺
」
と
は
侍
従
の
唐
名
で
当
時

の
定
家
の
官
職
を
あ
ら
わ
し
、「
愚
草
」

は
自
ら
の
作
歌
を
へ
り
く
だ
っ
て
題
名

と
し
た
の
で
す
。
上
中
下
の
三
帖
に
二

千
八
百
八
十
五
首
を
収
め
て
お
り
、
貞

永
元
年
（
一
二
三
二
）
七
月
以
降
に
定

家
の
自
筆
で
清
書
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現
存
す
る
最
古
の
著
者
自
筆
の
自
撰
家

集
で
す
。

　

こ
の
本
は
金
銀
切
箔
に
砂
子
を
散
ら

し
た
雲
霞
引
き
の
斐
紙
を
表
紙
と
し
、

本
文
は
厚
手
の
斐
紙
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。下
方
に
は
手
擦
れ
と
手
垢
が
残
り
、

冷
泉
家
代
々
が
一
貫
し
て
研
鑽
に
つ
と

め
て
来
た
有
様
を
目
の
あ
た
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

○
明め
い

月げ
っ

記き

　

定
家
の
一
生
を
知
る
自
筆
の
日
記

　

明
治
以
前
に
お
い
て
、
特
に
公
家
の

日
記
は
、
朝
廷
で
の
行
事
や
政
務
を
子

孫
に
伝
え
る
た
め
に
書
き
し
る
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
そ
れ
ら
は
後
世
の
ひ
と

び
と
の
手
に
よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
、
原

本
が
紛
失
し
た
あ
と
も
写
本
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
『
明
月
記
』
は
定
家
自
筆
の

も
の
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
当

時
と
し
て
は
珍
し
く
、
日
常
の
出
来
事

や
市
井
の
事
件
な
ど
も
書
き
し
る
さ

れ
、
鎌
倉
時
代
の
世
相
を
知
る
上
で
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
一
級
資
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
安
時
代
の
自
筆
の
日
記
と
い
え

ば
、
国
宝
と
し
て
世
界
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
て
い
る
藤
原
道
長
の
『
御
堂
関
白

記
』
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
の
が
藤
原
定
家
の

『
明
月
記
』
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

冷
泉
家
で
は
こ
の
日
記
を
特
に
「
め
い

げ
っ
き
」
と
促
音
で
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
『
明
月
記
』
は
定
家
の
青
年
期
で
あ

る
治
承
年
間
（
一
一
七
七—

八
一
）
か

ら
書
き
始
め
、
亡
く
な
る
直
前
の
八
十

歳
ま
で
書
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、
現 

存
す
る
の
は
十
九
歳
の
治
承
四
年
（
一

一
八
〇
）
二
月
か
ら
七
十
四
歳
の
嘉
禎

元
年
（
一
二
三
五
）
十
二
月
ま
で
の
五

十
六
年
間
で
す
。
そ
の
う
ち
冷
泉
家
で

は
三
十
一
歳
の
建
久
三
年（
一
一
九
二
）

か
ら
七
十
二
歳
の
天
福
元
年
（
一
二
三

三
）
に
至
る
自
筆
本
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
『
明
月
記
』
は
巻か
ん

子す

（
巻
物
）
状
で

す
が
、
そ
の
本
文
は
、
定
家
の
も
と
に

届
い
た
手
紙
の
裏
な
ど
を
利
用
し
て
書

か
れ
て
い
ま
す
。
届
い
た
手
紙
の
裏
は

白
紙
な
の
で
、
そ
の
部
分
に
日
記
を
書

拾遺愚草

明月記

相国寺門前町701
京都市上京区
〒602-0898

大本山相国寺

承天閣美術館

℡（075）231-0301

℡（075）241-0423

http://www.shokoku-ji.jp
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い
た
わ
け
で
す
。
こ
の
、
も
と
の
手
紙

（
日
記
の
裏
に
あ
る
文
書
）
の
方
を
紙し

背は
い

文も
ん

書じ
ょ

と
い
い
ま
す
。
紙
背
文
書
か
ら

は
、
定
家
の
交
友
関
係
も
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
、
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。清

　浄

　華

　院

○
絹け
ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

阿あ

弥み

陀だ

三さ
ん

尊ぞ
ん

像ぞ
う

　
南
宋
渡
来
の
仏
画

　

阿
弥
陀
三
尊
像
と
い
え
ば
平
安
時

代
以
降
流
行
し
た
浄
土
信
仰
に
よ
る
阿

弥
陀
来
迎
図
が
想
起
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
画
像
は
中
国
南
宋
時
代
の
様
相
で
あ

り
、
そ
れ
は
日
本
の
慈
悲
円
満
な
相
と

違
っ
て
、
画
面
を
圧
倒
す
る
強
さ
と
厳

し
さ
を
備
え
、
著
し
く
人
間
臭
く
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
阿
弥
陀
三
尊
像
は
絹
本
著
色
の

三
幅
で
、
縦
一
二
六
・
八
セ
ン
チ
、
横

四
九
セ
ン
チ
、
中
幅
に
正
面
相
の
阿
弥

陀
如
来
立
像
、
左
右
幅
に
は
両
脇
侍
の

立
像
を
内
向
き
に
配
し
、
各
幅
に
「
四し

明め
い

普ふ

悦え
つ

筆
」
の
落ら
っ

款か
ん

が
見
ら
れ
ま
す
。

中
尊
は
朱
の
大
袈
裟
を
ま
と
い
、
両
足

を
そ
れ
ぞ
れ
踏
み
割
ら
ん
ば
か
り
に
二

つ
の
蓮
台
に
立
ち
は
だ
か
り
、
暗
く
沈

鬱
な
表
情
は
日
本
の
阿
弥
陀
像
に
見
ら

れ
な
い
厳
し
い
実
践
修
業
に
支
え
ら
れ

た
中
国
観
想
念
仏
の
深
刻
さ
を
よ
く
象

徴
し
て
い
ま
す
。
作
者
の
四
明
普
悦
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
十
二
世

紀
の
南
宋
に
お
け
る
仏
画
の
名
手
で
あ

る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

編
集
後
記

　

平
成
三
年
度
か
ら
二
十
五
年
間
に
わ

た
り
、
年
二
回
上
京
区
に
お
住
ま
い
の

み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
き
た
「
上
京

―
史
蹟
と
文
化
」
は
、
今
号
で
五
十
号

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

御
協
賛
を
い
た
だ
く
広
告
主
や
毎
号
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
読
者
の
み
な
さ
ま

を
は
じ
め
、
取
材
・
執
筆
等
に
御
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
等
関
係
各
位

に
よ
る
御
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
厚
く

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
上
京
区
の

豊
か
な
歴
史
と
伝
統
に
育
ま
れ
た
質
の

高
い
文
化
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

上
京
区
文
化
振
興
会
会
長
を
長
く

務
め
ら
れ
、
表
紙
写
真
の
撮
影
を
は

じ
め
と
し
て
当
冊
子
の
発
行
に
尽
力

さ
れ
た
小
谷
一
之
氏
が
、
昨
年
十
二

月
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

「上京薪能」
9月 24 日（木）
金剛能楽堂

「上京薪能」
9月 24 日（木）
金剛能楽堂

事業
 報告
事業
 報告

「上京区民
ふれあいまつり 2015」
10 月 25 日（日）　
二条城北小学校

「上京区民
ふれあいまつり 2015」
10 月 25 日（日）　
二条城北小学校

「上京区民
ふれあいまつり 2015」
10 月 25 日（日）　
二条城北小学校

「上京区民
ふれあいまつり 2015」
10 月 25 日（日）　
二条城北小学校

「上京茶会」
11 月 14 日（土）
本法寺

「上京茶会」
11 月 14 日（土）
本法寺

「上京茶会」
11 月 14 日（土）
本法寺

「上京茶会」
11 月 14 日（土）
本法寺

「上京区民ふれあい
史蹟ウォーキング」
11 月 29 日（日）
翔鸞小学校～鷹峯

「上京区民ふれあい
史蹟ウォーキング」
11 月 29 日（日）
翔鸞小学校～鷹峯

「上京区民ふれあい
史蹟ウォーキング」
11 月 29 日（日）
翔鸞小学校～鷹峯

「上京区民ふれあい
史蹟ウォーキング」
11 月 29 日（日）
翔鸞小学校～鷹峯

「人権月間講演のつどい」
12 月 19 日（土）
上京区総合庁舎

「人権月間講演のつどい」
12 月 19 日（土）
上京区総合庁舎

「人権月間講演のつどい」
12 月 19 日（土）
上京区総合庁舎

「人権月間講演のつどい」
12 月 19 日（土）
上京区総合庁舎

絹本著色阿弥陀三尊像
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「
上
京
・
史
蹟
と
文
化
」
は
上
京
区
役
所
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
で
販
売
致
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
４
１
─
５
０
４
０
）

表紙題字／吉川蕉仙　　表紙写真／北野天満宮　水野克比古

ま
た
、
上
京
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●グローバル地域文化学部

同志社大学  広報部  広報課

学校法人 北野幼稚園
京都市上京区御前通一条下る　　（北野天満宮バス停下車南１0０m）

創
立
以
来
八
十
年
に

わ
た
っ
て
、

和
や
か
な
家
庭
的
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
つ
つ

就
学
前
教
育
の

本
流
を
め
ざ
し
て
、

保
育
を
続
け
て

参
り
ま
し
た
。

幼
児
た
ち
は

楽
し
い
遊
び
を
通
し
て
、

人
生
に
必
要
な
生
き
る

力
の
す
べ
て
を
手
に
し
ま
す
。

℡.463-0111㈹
http://www.kitano.ed.jp/

JUNSEI

左京区南禅寺門前　電話 075─761─2311
http://www.to-fu.co.jp

名物ゆどうふ

南 禅 寺

602-8056 3-7
Phone: 075 (432) 6161  Facsimile: 075 (432) 6160

8

Banquet 

4,000

Restaurant

11:30 ~ 15:00 (L.O. 14:00)
17:00 ~ 21:00 (L.O. 20:30)

─ 15 ─
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十
号

平
成
二
十
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　上
京
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委
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文
化
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会
・
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京都店

全面改装・部分リフォーム・再生リフォームを通じて、安心・安全・快適に
暮らす住まいをご提供します。


